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９月の出来事
●時事
  1日  東京電力、電気料金を値上げ
11日  尖閣諸島国有化
15日  中国、反日デモ、暴徒化続く
16日  65歳以上、3,000万人超、総人口の24.1%
●山梨県中央会ニュース
［全国中央会専門委員会］
  3日商業、4日税制、5日金融、6日労働、7日組織
［組合実務講習会］  6日、12日、19日
13日  第18回中小企業組合まつり第1回実行委員会
21日  平成24年度組合青年部全国講習会
24日  正副会長会議
10月の予定
13日  第43回中小企業ゴルフコンペ
18日  第16回郡内地域組合交流会/正副会長会議
25日  第64回中小企業団体全国大会
29日  第3回やまなし中小企業合同就職説明会

4面・5面　組合活動がんばっています
6面　神奈川県女性経営者をお招きして
7面　セミナーを開催します
8面　中央会で、学生の職場体験

今月の見どころ

　我
が
国
企
業
の
9
割
以
上
を
占
め
、製
造

業
、商
業
、サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、地
域
お
よ
び
日

本
の
経
済
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模
企
業
が
、

内
需
減
少
、新
興
国
と
の
競
争
、震
災
・
円
高

な
ど
、厳
し
い
環
境
の
中
で
、如
何
に
そ
の
潜

在
力
・
底
力
を
発
揮
し
、も
う
一
度
元
気
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
か
は
日
本
経
済
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

　本
年
3
月
、枝
野
経
済
産
業
大
臣
と
岡
村

中
小
企
業
政
策
審
議
会
会
長（
日
本
商
工
会

議
所
会
頭
）を
共
同
議
長
と
し
、次
代
を
担
う

青
年
層
や
女
性
層
の
中
小
・
小
規
模
企
業
経

営
者
を
中
心
に
、税
理
士
等
の
士
業
、商
店
街

関
係
者
、中
小
企
業
団
体
、地
域
金
融
機
関
な

ど
、幅
広
い
主
体
の
参
加
の
下
に
、「〝
日
本
の

未
来
〞応
援
会
議
〜
小
さ
な
企
業
が
日
本
を

変
え
る
〜（〝
ち
い
さ
な
企
業
〞未
来
会
議
）」

が
設
置
さ
れ
た
。こ
の
会
議
で
は
、こ
れ
ま
で

の
中
小
企
業
政
策
を
真
摯
に
見
直
す
と
と
も

に
、中
小
・
小
規
模
企
業
の
経
営
力
・
活
力
の
向

上
に
向
け
た
課
題
と
今
後
の
施
策
の
あ
り
方

が
討
議
さ
れ
た
。

　本
会
議
で
は
、3
回
の
個
別
テ
ー
マ
ご
と
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
や
青
年
層
・
女
性
層
に

よ
る
会
合
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、全
国
31
カ

所
に
及
ぶ
地
方
会
議
を
開
催
し（
山
梨
県
で
は

5
／
30
南
ア
ル
プ
ス
市
・
桃
源
文
化
会
館
で
開

催
）、サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
の
意
見
募
集
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
等
に
よ
る
幅
広
い
意
見

募
集
を
行
い
、こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
で
全
国

隅
々
に
至
る
中
小
・
小
規
模
企
業
関
係
者
の

現
場
の
生
の
声
を
収
集
し
た
。

　こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
膨
大

な
意
見
を
集
約
・
整
理
し
、本
会
議
と
し
て
、こ

れ
ま
で
の
中
小
企
業
政
策
の
反
省
・
改
善
す
べ

き
点
と
今
後
の
中
小
・
小
規
模
企
業
政
策
の
あ

る
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
、取
り
ま
と
め
、提

言
が
示
さ
れ
た
。

　こ
れ
ら
を
受
け
て
、国
は
、具
体
的
な
見
直

し
の
一
つ
と
し
て
、本
年
8
月
30
日
「
中
小
企

業
の
海
外
に
お
け
る
商
品
の
需
要
の
開
拓
の

促
進
等
の
た
め
の
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業

活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」（
以
下
、中
小
企
業
経
営
力
強

化
支
援
法
と
い
う
。）」（
6
月
21
日
成
立
、同

27
日
公
布
）を
施
行
さ
せ
た
。本
法
律
で
は
、中

小
企
業
の
経
営
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、①
既

存
の
中
小
企
業
支
援
者
、金
融
機
関
、税
理
士
・

税
理
士
法
人
等
の
中
小
企
業
の
支
援
事
業
を

行
う
者
を
認
定
し
、中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

に
よ
る
ソ
フ
ト
支
援
な
ど
そ
の
活
動
を
後
押

し
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
、②
も
の
づ
く

り
産
業
の
み
な
ら
ず
、高
付
加
価
値
型
産
業

（
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
の
地
域
産
業
資
源
、

農
業
、コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
等
）も
世
界
に
発
信

可
能
な
潜
在
力
を
有
す
る
中
で
、中
小
企
業
の

海
外
展
開
を
促
進
す
る
た
め
、日
本
政
策
金
融

公
庫
及
び
日
本
貿
易
保
険
を
活
用
し
た
中
小

企
業
の
海
外
子
会
社
の
資
金
調
達
を
円
滑
化

す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
、と
し
て
い
る
。

　前
述
①
の
支
援
事
業
の
担
い
手
の
多
様
化
・

活
性
化
の
支
援
措
置
と
し
て
は
、既
存
の
中
小

企
業
支
援
者
、金
融
機
関
、税
理
士
・
税
理
士

法
人
等
の
支
援
事
業
を
行
う
者
の
認
定
を
通

じ
、相
談
窓
口
を
よ
り
中
小
企
業
者
等
に
見
え

や
す
く
す
る
と
と
も
に
、中
小
企
業
者
等
に
対

し
て
専
門
性
の
高
い
支
援
事
業
を
実
現
す
る
、

ま
た
、中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
専
門
家

派
遣
等
に
よ
る
協
力
や
保
証
付
与
に
よ
る
資

金
調
達
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、中
小
企
業

者
等
は
質
の
高
い
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、経
営
力
の
強
化
が
図
ら
れ

る
、と
し
て
い
る
。（
図
参
照
）

　こ
の
制
度
で
は
、支
援
機
関
間
の
強
力
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、連
携
を
強
め
る

こ
と
に
よ
り
、中
小
企
業
者
等
の
支
援
に
関
わ

る
多
く
の
情
報
交
換
と
、よ
り
強
力
な
支
援
が

可
能
と
な
る
。ま
た
、中
小
企
業
者
等
に
対
し

て
継
続
的
に
経
営
支
援
を
行
い
、経
営
改

善
計
画
等
の
実
現
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
う
と
と
も
に
、中
小
企
業
者

等
が
決
算
書
を
正
し
い
会
計
ル
ー
ル
に
基

づ
き
作
成
す
る
よ
う
支
援
し
、財
務
状
況

の
見
え
る
化
を
推
進
し
、中
小
企
業
者
等

が
よ
り
一
層
の
社
会
的
信
用
を
得
ら
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　ま
た
一
方
で
、平
成
21
年
12
月
に
施
行

さ
れ
た
「
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関

す
る
法
律
」（
以
下
、中
小
企
業
金
融
円
滑

化
法
と
い
う
。）は
、2
度
の
期
限
延
長
を

経
て
、平
成
25
年
3
月
末
で
終
了
と
な
る
。

当
制
度
に
お
い
て
、既
往
債
務
の
条
件
変

更
等
で
多
く
の
企
業
が
恩
恵
を
受
け
て
き

た
が
、今
後
厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、中
小
企
業
経
営
力

強
化
支
援
法
を
含
め
た
政
策
に
よ
る
一
層

の
支
援
が
期
待
さ
れ
る
。

　な
お
、中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の
終

了
に
向
け
た
対
応
と
し
て
、山
梨
県
で
も

地
域
の
面
的
再
生
を
促
進
す
る
観
点
か

ら
、10
月
に
地
域
金
融
機
関
、信
用
保
証
協

会
、政
府
系
金
融
機
関
、中
小
企
業
再
生
支

援
協
議
会
、企
業
再
生
支
援
機
構
、事
業
再

生
の
実
務
家
、法
務
・
会
計
・
税
務
の
専
門

家
、経
営
支
援
機
関
、公
的
機
関
等
が
連
携

し
て
、「
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
、地
域
の
関

係
者
の
力
を
総
動
員
し
て
、中
小
企
業
者

等
の
早
期
の
経
営
改
善
や
再
生
を
促
す
環

境
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　中
央
会
で
は
、こ
れ
ま
で
も
組
合
及
び

組
合
員
企
業
を
は
じ
め
地
域
の
中
小
企
業

者
等
に
対
し
て
、企
業
間
連
携
に
よ
る
組

織
化
や
各
種
課
題
に
対
す
る
支
援
、経
営

革
新
や
地
域
資
源
開
発
、農
商
工
連
携
等
の

新
事
業
計
画
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。上
記
の

制
度
を
受
け
て
、今
後
は
、金
融
機
関
、税
理

士
、中
小
企
業
診
断
士
、弁
護
士
、民
間
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
、県
下
の
協
同
組
合
、並
び
に
中
小
企
業

者
等
の
再
生
の
た
め
に
、企
業
間
連
携
、創
業

支
援
、事
業
計
画
作
成
支
援
、事
業
承
継
、販

路
開
拓
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、人
事
・
労
務
、

B
C
P
作
成
支
援
、金
融
・
財
務
等
の
様
々
な

相
談
に
対
し
て
、積
極
的
に
よ
り
専
門
的
で
質

の
高
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

中小企業経営力強化支援法の政策イメージ図

中
小
企
業
経
営
力
強
化
支
援
法
が
施
行

中
小
企
業
経
営
力
強
化
支
援
法
が
施
行

国
の
中
小
・
小
規
模
企
業
政
策
見
直
し
へ

山梨県で開催された「“ちいさな企業”未来会議」の地方会議（山梨県・南アルプス市）

中小企業基盤整備機構
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ibukiチェンジ
　日
本
の
総
人
口
は
、総
務
省
の
「
国
勢
調

査
」
に
よ
る
と
、2
0
0
5
年
10
月
1
日
現

在
1
億
２
，７
７
６
万
人
で
あ
り
、こ
の
1

年
前
2
0
0
4
年
の
推
計
人
口
と
比
較
し

て
約
2
万
人
の
減
少
と
な
っ
た
。こ
れ
を
境

に
我
が
国
の
人
口
減
少
は
、世
界
的
に
も
例

の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
。

　ま
た
、内
閣
府
は
2
0
1
1
年
6
月
7
日
、

２
０
１
１
年
版
の
高
齢
社
会
白
書
を
発
表

し
、そ
の
中
で
、日
本
の
高
齢
化
の
現
状
や

人
口
の
将
来
予
想
を
ま
と
め
、日
本
の
総
人

口
は
2
0
4
6
年
に
は
1
億
人
を
割
り
込

み
9
，9
3
8
万
人
、そ
の
後
も
さ
ら
に
減

少
を
続
け
2
0
5
5
年
に
は
9
，0
0
0
万

人
を
切
る
と
推
計
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
人
口
の
減
少
は
、消
費
人
口

の
減
少
に
繋
が
り
経
済
活
動
を
縮
小
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。こ
れ
ら
を
打
開
す
る
た
め

日
本
の
企
業
は
、海
外
に
目
を
向
け
経
済
活

動
を
展
開
し
て
き
た
。

　し
か
し
、近
年
で
は
円
高
に
よ
り
、輸
出

不
振
や
観
光
客
の
海
外
流
出
を
招
き
、ま
た
、

逆
に
海
外
か
ら
の
輸
入
品
で
日
本
市
場
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、こ
こ
に
来
て
、尖
閣
諸
島
問
題
で

市
場
と
し
て
魅
力
的
な
中
国
市
場
は
当
て

に
な
る
ど
こ
ろ
か
、進
出
し
た
企
業
に
も
不

安
を
与
え
て
い
る
。

　い
ず
れ
に
し
て
も
、企
業
を
存
続
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、日
本
経
済
の
拡
大
が
思
う

に
任
せ
な
い
現
状
を
十
分
認
識
し
、身
の
丈

に
あ
っ
た
企
業
活
動
を
行
い
企
業
防
衛
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　そ
の
た
め
に
は
、現
状
の
経
済
の
実
態
や

長
期
的
な
経
済
予
測
或
い
は
諸
情
勢
等
を

十
分
勘
案
し
、経
済
の
実
情
に
合
わ
せ
企
業

の
改
善
計
画
を
作
成
し
な
が
ら
、適
正
規
模

に
企
業
を
変
化
さ
せ
存
続
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

　企
業
を
適
正
規
模
へ
移
行
す
る
具
体
的

な
手
法
の
一
つ
と
し
て
、近
年
大
手
企
業
が

国
際
的
な
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
行
っ
て

い
る
、資
本
統
合
や
経
営
統
合
或
い
は
逆
に

分
社
化
等
を
外
国
企
業
を
も
巻
き
込
み
企

業
連
携
す
る
方
法
が
あ
る
。

　こ
れ
は
、ま
さ
に
中
央
会
が
中
心
と
な
り

中
小
企
業
者
の
従
業
員
、施
設
、事
業
、資
本

等
を
共
同
化
し
、中
小
企
業
の
経
営
合
理
化

を
図
る
組
合
制
度
の
手
法
に
他
な
ら
な
い
。

　皆
さ
ま
も
企
業
存
続
の
た
め
、企
業
の
改

善
計
画
を
作
成
し
経
営
の
合
理
化
に
取
り

組
ん
で
下
さ
い
。

　有期労働契約（※）の反復更新の下で生じる雇止めに対する不安を解消し、働く
方が安心して働き続けることができるようにするため、労働契約法が改正され、
有期労働契約の適正な利用のためのルールが整備されました。
※有期労働契約…1年契約、6か月契約など契約期間の定めのある労働契約のこと。有期労働契約であれば、
　　　　　　　　パート、アルバイト、契約社員、嘱託など職場での呼称にかかわらず、対象となります。

有期労働契約の新しいルールができました

次の手当等は最低賃金に算入しません。 

①精皆勤手当、通勤手当、家族手当
②時間外・休日・深夜手当
③臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
④1ヵ月を超える期間ごとに支払われる賃金（賞
与など）

山梨県最低賃金の
改正について 

1時間 695円
（現行690円）

問い合せ先
山梨労働局賃金室

甲府市丸の内1-1-11　TEL 055-225-2854

山梨県最低賃金　平成24年10月1日～
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2012年8月 2012年8月2012年8月

データから見た業界の動き（平成24年8月分）
収益状況
2011年8月

景況感
2011年8月

売上高
2011年8月

減少
46% 不変

44%

増加
10%

減少
42% 不変

52%

増加
6%

減少
44% 不変

52%

増加
4%

減少
40%

不変
34%

増加
26% 減少

38%
不変
54%

増加
8%

減少
42% 不変

52%

増加
6%

　本県の8月の景況は、全業種のDI値が、売上高－14（前
年同月比＋22）、収益状況－30（前年同月比 ＋6）、景況
感－36（前年同月比＋4）となった。業種別のDI値では製
造業で、売上高－5（前年同月比＋25）、収益状況は－25
（前年同月比＋15）、景況感は－25（前年同月比＋20）。
非製造業で、売上高－20（前年同月＋20）、収益状況－
33（前年同月比0）、景況感－43（前年同月比－6）とな
り、製造業においては全ての項目でDI値の改善が見られ
るものの、非製造業では、売上高は改善方向にあるが景
況感のDI値がマイナスに推移しており、昨年を下回った。
　DI値を前月比でみると、全体では、売上高で4ポイント
改善しているが、収益状況で10、景況感では6ポイントの
悪化が見られた。
　業種別の前月比では、製造業で、売上高、収益状況とも
に10ポイント、景況感でも5ポイントの悪化となった。非
製造業では、売上高で＋13、収益状況－10、景況感－6と
売上高でポイントを改善したが、景況感DI値は5ヶ月連
続の悪化となった。　
　情報連絡員による県内各業界の8月景況は、エコカー
補助金により昨年に比べ収益を大きく好転させた自動車
販売業や震災により低迷していた宿泊業の回復基調が見
られる一方、製造業、非製造業ともに今後の業況悪化な
どの先行きを不安視する報告が目立った。
　その背景には、電気料金や燃料の高騰などを要因とす
る収益の確保難に加え、長引く景気低迷による消費意欲
の減退が懸念材料となっていることが挙げらる。
　情報連絡員からの業況報告でも、「電気代や燃料の高
騰により収益を確保することが難しい。」「出荷量の減少
や生産量の下方修正を行った。」「業況悪化による廃業や
倒産への懸念」など厳しい経営状況が見られる。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　警
備
業
は
大
き
く
分
け
て「
一
号
警
備
」か
ら「
四
号
警
備
」

ま
で
の
4
つ
の
分
類
に
な
り
ま
す
。「
一
号
警
備
」は
、対
象
施

設
を
盗
難
火
災
、不
法
侵
入
等
か
ら
守
る
た
め
の
警
備
、「
二

号
警
備
」は
、工
事
現
場
、駐
車
場
、イ
ベ
ン
ト
会
場
等
の
交
通

誘
導
・
雑
踏
警
備
、「
三
号
警
備
」は
現
金
輸
送
の
警
備
、「
四

号
警
備
」は
身
辺
警
護（
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
）と
な
り
ま
す
。当

組
合
は
、「
一
号
警
備
」及
び「
二
号
警
備（
交
通
誘
導
・
雑
踏
警

備
）」業
務
を
中
心
と
し
て
い
る
18
社
の
警
備
業
者
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、道
路
工
事
や
建
設
工
事
現
場
で
の
交
通
誘
導
の

他
、信
玄
公
ま
つ
り
や
花
火
大
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
警
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　組
合
員
の
業
務
内
容
は
、二
号
警
備
の
割
合
が
高
く
、特

に
工
事
現
場
等
で
の
交
通
誘
導
で
は
、大
部
分
が
公
共
工
事

に
関
連
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、近
年
の
景

気
低
迷
等
を
背
景
と
し
た
公
共
工
事
削
減
の
影
響
を
強
く
受

け
て
お
り
、ま
た
、県
外
資
本
の
参
入
等
に
よ
る
価
格
競
争
の

激
化
が
組
合
員
の
経
営
を
更
に
圧
迫
す
る
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　現
在
、県
内
に
お
け
る
大
型
イ
ベ
ン
ト
等
は
、県
外
資
本
の

大
手
警
備
会
社
が
参
入
し
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。私
た
ち

と
し
て
は
、県
内
の
イ
ベ
ン
ト
は
県
内
を
よ
く
知
る
警
備
会

社
が
警
備
し
て
こ
そ
、よ
り
安
全
な
警
備
業
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、今
後
も
組
合
員
18

社
が
協
力
し
て
、こ
の
よ
う
な
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
受
注
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
警
備
員
の
質
に

つ
い
て
も
、更
な
る
向
上

を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
は
、各
種
警
備
資
格
の

取
得
の
推
進
、講
習
会
、

勉
強
会
等
の
教
育
訓
練

活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、市
民
の
方
々
の

「
安
全
・
安
心
」を
守
れ
る

質
の
高
い
警
備
業
務
に

務
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
　情
報
連
絡
員
に
は
、景
気

動
向
の
変
化
、現
状
と
そ
の

背
景
な
ど
に
つ
い
て
、業
界
ま

た
は
組
合
員
全
体
の
動
向
・

予
測（
売
上
高
・
原
材
料
等
経

費
・
資
金
繰
り
な
ど
）に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
ギ

フ
ト
関
係
は
低
調
。婚
礼
用

食
材
等
が
増
加
し
売
上
は
前

年
同
月
比
1
0
2
%
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）╱
Ｏ

Ｅ
Ｍ
は
順
調
に
推
移
し
た

が
、自
社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の

夏
用
ギ
フ
ト
が
低
調
の
た
め

売
上
は
前
年
同
月
を
下
回
っ

た
。

●
食
料
品（
製
麺
）╱
東
日
本
大

震
災
の
あ
っ
た
昨
年
に
比
べ

る
と
今
年
は
夏
祭
り
な
ど
も

復
活
し
た
た
め
、例
年
並
み

に
売
上
が
戻
っ
た
感
が
あ
る
。

●
食
料
品（
菓
子
）╱
猛
暑
に
よ

り
土
産
品
の
菓
子
も
含
め
販

売
不
振

●
繊
維
･
同
製
品（
織
物
）╱
山

梨
の
織
物
産
地
へ
の
生
産
依

頼
の
問
い
合
わ
せ
は
以
前
よ

り
増
え
て
き
た
が
、コ
ス
ト
面

で
停
滞
し
て
い
る
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
╱
新
築

住
宅
の
見
積
も
り
依
頼
が
減

っ
て
い
る
。

●
窯
業・土
石（
生
コ
ン
）╱
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
出
荷
の
既
契

約
物
件
も
徐
々
に
減
少
し
業

況
は
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

●
鉄
鋼
・
金
属
⑴
╱
電
気
料
金

の
値
上
げ
に
よ
り
収
益
が
低

下
。自
動
車
関
連
企
業
は
7

月
に
エ
コ
カ
ー
補
助
金
の
申

請
が
終
了
し
た
た
め
受
注
量

が
減
少
。

●
鉄
鋼
・
金
属
⑵
╱
本
年
は
、昨

年
よ
り
も
業
況
が
悪
化
し
て

い
る
。

●
一
般
機
器
⑴
╱
メ
ー
カ
ー
は

海
外
へ
生
産
地
移
転
を
進
め

る
な
か
で
、我
々
国
内
の
受

注
先
に
は
生
産
能
力
の
向
上

と
高
品
質
要
求
が
続
出
し
て

い
る
。

●
電
気
機
器
⑴
╱
年
々
悪
化
し

て
底
な
し
沼
に
入
っ
た
状
態

が
続
い
て
い
る
。

●
電
気
機
器
⑵
╱
6
〜
8
月
に

か
け
て
徐
々
に
業
況
が
悪
化

し
て
い
る
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
①
）╱
昨
年

と
比
べ
売
上
が
減
少
し
て
い

る
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
塗
料
）╱
小
売
業
界
で

の
売
れ
行
き
が
良
く
な
い
。

●
卸
売（
紙
製
品
）╱
国
内
消
費

が
低
調
。ま
た
、古
紙
輸
出
関

連
は
中
国
を
は
じ
め
と
す
る

ア
ジ
ア
市
場
で
も
低
調
の
上
、

領
土
問
題
等
の
影
響
も
あ
り

今
後
の
見
通
し
は
不
透
明
で

あ
る
。

●
小
売（
青
果
）╱
入
荷
量
は
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、売
上
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。

●
小
売（
食
肉
）╱
猛
暑
の
影
響

で
精
肉
部
門
は
や
や
落
ち
込

ん
だ
が
、惣
菜
類
が
好
調
で

売
上
を
カ
バ
ー
し
た
。

●
小
売（
水
産
物
）╱
猛
暑
に
よ

り
飲
料
等
の
売
上
は
増
加
し

た
が
、粗
利
が
少
な
い
上
に

電
気
料
金
の
値
上
げ
等
に
よ

る
経
費
増
の
た
め
収
益
状
況

は
悪
化
し
た
。

●
小
売（
自
動
車
）╱
エ
コ
カ
ー

補
助
金
の
効
果
に
よ
り
昨
年

に
比
べ
収
益
が
大
き
く
好
転

し
た
。

●
小
売（
電
機
製
品
）╱
猛
暑
に

よ
り
冷
蔵
庫
、エ
ア
コ
ン
の
販

売
が
好
調
に
推
移
し
た
。

●
小
売（
事
務
機
文
具
）╱
低
価

格
競
争
が
続
い
て
い
る
た
め

収
益
に
結
び
つ
か
な
い
。こ
こ

数
年
自
主
廃
業
や
倒
産
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。

●
小
売（
石
油
）╱
県
内
給
油
所

は
6
〜
7
月
の
販
売
価
格
が

元
売
り
卸
価
格
以
上
に
値
下

げ
し
て
い
た
た
め
収
益
が
悪

化
し
て
い
る
。

●
商
店
街
⑴
╱
今
年
の
夏
は
来

街
者
数
は
減
少
。衣
料
品
店

の
落
ち
込
み
が
顕
著
で
、先

行
き
が
心
配
さ
れ
る
。

●
商
店
街
⑵
╱
今
年
の
お
盆
は

観
光
客
も
増
え
街
も
活
気
づ

い
た
。物
販
は
買
い
控
え
傾

向
に
あ
り
飲
食
店
の
客
単
価

も
伸
び
な
か
っ
た
。

●
宿
泊
業
⑴
╱
家
族
連
れ
の
観

光
客
を
中
心
に
客
足
が
伸

び
、一
昨
年
並
み
に
戻
り
つ
つ

あ
る
が
、電
気
代
や
燃
料
の

高
騰
に
よ
り
収
益
を
確
保
す

る
の
が
難
し
い
。

●
宿
泊
業
⑵
╱
前
年
同
月
比
よ

り
は
売
上
は
増
加
し
た
が
、一

昨
年
ま
で
の
水
準
に
は
未
だ

戻
ら
な
い
。8
月
以
前
の
売

上
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
厳

し
い
資
金
繰
り
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。

●
美
容
業
╱
年
々
固
定
客
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、前
年
維
持

の
売
上
確
保
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

●
廃
棄
物
処
理（
事
業
系
）╱
電

気
料
金
の
値
上
げ
や
燃
料
費

の
高
止
ま
り
が
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
。

●
警
備
業
╱
共
同
受
注
件
数
は

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、収
益

に
は
結
び
つ
か
な
い
。

●
建
設
業（
住
宅
関
連
）╱
地
域

の
工
務
店
へ
の
住
宅
工
事
の

引
き
合
い
が
少
な
い
。

●
建
設
業（
鉄
構
）╱
業
界
全
体

と
し
て
は
弱
含
み
で
推
移
し

て
い
る
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）╱
前
年
同

月
比
売
上
が
減
少
し
て
い

る
。

●
運
輸（
バ
ス
）╱
運
賃
の
低
価

格
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

　

 

山
梨
県
警
備
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　久
保
島 

敏  

氏

　

 

山
梨
県
警
備
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　久
保
島 

敏  

氏
講習会の風景

8月分
平成24年
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

A
C

T
I

V
E

 
K

U
M

I
A

I

「
甲
州
手
彫
印
章
」

伝
統
工
芸
士
の
実
技
試
験
を
実
施

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

年
に
１
度
の
バ
ザ
ー
ル
大
盛
況
！

協同組合山梨県流通センター

山梨県印章店協同組合

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　協
同
組
合
山
梨
県

流
通
セ
ン
タ
ー（
栗
山

直
樹
理
事
長
）は
、9

月
8
日（
土
）に
同
組

合
の
流
通
会
館
を
メ
イ

ン
会
場
に
「
第
13
回
セ

ン
タ
ー
で
バ
ザ
ー
ル
」

を
開
催
し
た
。当
日
は

好
天
に
も
恵
ま
れ
て
、

9
時
の
オ
ー
プ
ン
前
か

ら
会
場
は
来
場
者
で
あ

ふ
れ
、約
1
万
人
が
訪

れ
終
日
に
ぎ
わ
っ
た
。

　こ
の
バ
ザ
ー
ル
は
、

日
頃
流
通
セ
ン
タ
ー
と

直
接
接
点
が
少
な
い
消

費
者
に
、イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
流
通
セ
ン
タ
ー
の
P
R
や
利
益
還
元
、地
域
住
民
と
の
交

流
を
目
的
に
、毎
年
1
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　会
場
は
、組
合
員
を
中
心
に
団
地
内
企
業
や
取
引
先
企
業
の
約

40
社
が
、物
販
や
飲
食
な
ど
の
出
展
を
行
っ
た
。特
に
、バ
ザ
ー
ル

コ
ー
ナ
ー
は
人
気
が
高
く
、パ
ン
や
菓
子
の
食
料
品
、子
供
服
な
ど

の
衣
料
品
、靴
、傘
、文
具
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
が
盛
況
で
あ
っ

た
。ま
た
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、中
央
市
保
育
園
児
の
マ
ー

チ
ン
グ
演
奏
や
子
供
向
け
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、60
店
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、働
く
車
大
集
合
で
は
パ
ト
カ
ー
、消
防
車
、救
急
車

も
展
示
さ
れ
、名
物
と
な
っ
た
1
，0
0
0
人
参
加
大
ビ
ン
ゴ
大

会
な
ど
、一
日
中
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

　同
組
合
の
村
松
専
務
理
事
は
、「
こ
の
バ
ザ
ー
ル
も
13
回
目
と

な
り
、認
知
度
も
上
が
り
、地
域

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た
。

ま
た
、近
隣
だ
け
で
な
く
遠
方
か

ら
の
来
場
者
も
年
々
増
え
、地

域
貢
献
だ
け
で
な
く
広
く
消
費

者
に
流
通
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

理
解
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
て

い
る
。今
後
も
組
合
員
企
業
の

経
営
者
と
従
業
員
が
協
力
し
合

い
、イ
ベ
ン
ト
を
継
続
す
る
こ
と

で
、組
合
の
一
体
感
と
各
社
の
活

力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
行
き
た

い
。」
と
語
っ
て
い
た
。

　山
梨
県
印
章
店
協

同
組
合（
佐
野
武
彦
理

事
長
）、「
甲
州
手
彫
印

章
」
伝
統
工
芸
士
産
地

委
員
会（
佐
野
弘
和
委

員
長
）は
、9
月
21
日

（
金
）甲
府
市
大
里
町

「
武
山
堂
」
会
議
室
に

お
い
て
平
成
24
年
度

「
甲
州
手
彫
印
章
」
伝

統
工
芸
士
実
技
試
験

を
行
い
、組
合
員
1
名

が
試
験
に
挑
ん
だ
。

　こ
の
試
験
は
、実
技
試
験
及
び
知
識
試
験
に
よ
る
も
の
で
、伝

統
的
工
芸
品
「
甲
州
手
彫
印
章
」
の
製
造
に
現
在
も
直
接
従
事
し
、

12
年
以
上
の
実
務
経
験
年
数
を
有
し
て
い
る
者
が
受
験
資
格
の

対
象
と
な
る
。当
日
は
、伝
統
工
芸
士
産
地
委
員
会
の
委
員
6
名

立
会
い
の
下
、実
技
試
験（
木
口
彫
刻
）が
行
わ
れ
、受
験
者
は
6

時
間
以
内
に
課
題
作
品
「
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
印
」
を
完

成
さ
せ
提
出
す
る
。試
験
審
査
評
価
は
6
項
目
で
1
0
0
点
満
点

と
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、知
識
試
験
は
、伝
統
的
工
芸
品
の
製
造
に
関
す
る
伝
統

的
技
術
･
技
法
、原
材
料
及
び
そ
の
他
必
要
な
一
般
的
知
識
の
水

準
を
判
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、全
国
一
斉
に
10
月
5
日
に

実
施
さ
れ
、12
月
中
旬
に
は
試
験
の
合
否
が
判
定
す
る
。

　伝
統
工
芸
士
の
試
験
は
、伝
産
法（
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振

興
に
関
す
る
法
律
）第
24
条
第
8
号
に
基
づ
い
て（
一
財
）伝
統
的

工
芸
品
産
業
振
興
協
会
が
行
う
認
定
試
験
で
あ
り
、後
継
者
不
足

等
に
よ
り
低
迷
し
て
い
る
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
需
要
拡
大
を

狙
っ
て
、昭
和
49
年
に
誕
生
し
た
制
度
で
あ
る
。伝
統
工
芸
士
は
、

そ
の
産
地
固
有
の
伝
統
工
芸
の

保
存
、技
術
・
技
法
の
研
鑽
に
努

力
し
、そ
の
技
を
後
世
に
伝
え
る

と
い
う
責
務
を
担
い
、伝
統
工
芸

の
振
興
に
努
め
る
こ
と
と
な
る
。

　印
章（
印
鑑
）は
平
成
12
年
に

経
済
産
業
省
指
定
の
、国
の
伝

統
的
工
芸
品
に
認
定
さ
れ
た
の

を
期
に
、山
梨
の
「
甲
州
手
彫
印

章
伝
統
工
芸
士
」
が
生
ま
れ
、現

在
は
18
名
だ
け
が
認
定
さ
れ
て

い
る
。

　山
梨
県
印
刷
工
業
組

合（
佐
野
龍
一
理
事
長
）

は
、去
る
9
月
13
日
、中

央
会
研
修
室
に
お
い
て
、

「
胆
管
が
ん
と
洗
浄
液

の
因
果
関
係
と
そ
の
取

扱
い
方
法
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。講
師
に
は
㈱
環

境
計
量
セ
ン
タ
ー
の
立

川
正
雄
取
締
役
所
長
を

招
い
た
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、大
阪
市
の
印
刷
会
社
の
元
従
業
員
が

相
次
い
で
胆
管
が
ん
を
発
症
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、当
日
は
組
合
員
、組
合
関
連
企
業
ら
併
せ
て
20
社
の

参
加
が
あ
り
、関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　セ
ミ
ナ
ー
で
は
、イ
ン
ク
を
落
と
す
洗
浄
剤
に
含
ま
れ
て
い
る

化
学
物
質
「
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
」
、「
1
、2
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ
パ

ン
」
と
胆
管
が
ん
と
の
因
果
関
係
や
有
機
溶
剤
の
取
扱
い
方
法
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。現
在
、こ
れ
ら
の
物
質
は
動
物
実
験
で
発
が

ん
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、人
に
影
響
す
る
と
い
う
明
確
な
調

査
結
果
は
未
だ
出
て
い
な
い
。し
か
し
、大
阪
市
の
印
刷
会
社
に
お

け
る
胆
管
が
ん
の
発
症
率
は
非
常
に
高
く
、そ
れ
ら
の
物
質
が
原

因
と
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。そ
の
た
め
、こ
れ
ら
物
質
を
含
む
有

機
溶
剤
を
取
扱
う
場
合
に
は
、こ
れ
ら
を
体
内
に
入
れ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、吸
入

を
防
ぐ
た
め
の
工
場
内

の
換
気
や
皮
膚
か
ら
の

浸
入
を
防
ぐ
た
め
の
手

袋
の
着
用
を
徹
底
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。　今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
を

終
え
て
佐
野
理
事
長

は
、「
組
合
員
や
組
合

員
企
業
の
従
業
員
の

健
康
を
守
る
た
め
に

も
、今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
活
か
し
、組
合
と
し

て
積
極
的
に
対
策
を
と

る
必
要
が
あ
る
」
と
述

べ
、そ
の
緊
急
性
を
強

調
し
て
い
た
。

化
学
物
質
と
胆
管
が
ん
と
の

　
　
　
　
　
関
連
性
を
学
ぶ
!

山梨県印刷工業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

真剣に講演を聞く組合員等

講師の㈱環境計量センター立川所長

屋外会場

屋内会場

試験に挑む組合員

作品を手彫りする様子
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会
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会
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活
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介
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中
小
事
業
者
が
連
携
し
て

大
手
企
業
と
対
等
な
業
務
遂
行
を
実
現

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

山
梨
の
地
場
産
品
を
知
る
３
日
間
！

　
〜
秋
の
山
梨
県
地
場
産
業
ま
つ
り
開
催
〜

コンピュータ利用促進協同組合

山梨県地場産業センター販売協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・

　山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン

タ
ー
販
売
協
同
組
合（
井

上
善
展
理
事
長
）、山
梨

県
地
場
産
業
ま
つ
り
実
行

委
員
会
及
び
㈶
山
梨
県

甲
府
・
国
中
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、去

る
9
月
15
日
か
ら
17
日
ま

で
の
3
日
間
、山
梨
県
地

場
産
業
セ
ン
タ
ー
「
か
い

て
ら
す
」
に
お
い
て
「
秋

の
山
梨
県
地
場
産
業
ま
つ

り
」
を
開
催
し
た
。開
催

期
間
中
は
、「
か
い
て
ら

す
」
内
の
各
フ
ロ
ア
に
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　1
階
フ
ロ
ア
で
は
「
ご
愛
顧
感
謝
セ
ー
ル
」
と
題
し
て
、日
頃

販
売
し
て
い
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
全
品
20
%
割
引
、印
伝
・
菓
子
等
が

10
%
割
引
と
山
梨
の
物
産
を
低
価
格
で
販
売
さ
れ
た
。ま
た
、使

い
古
し
た
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
新
品
同
様
の
輝
き
に
よ
み
が
え
ら
す

「
ジ
ュ
エ
リ
ー
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
」
や
新
鮮
な
野
菜
や
果

物
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
人
気
だ
っ
た
。

　2
階
フ
ロ
ア
で
は
「
や
ま
な
し
伝
統
工
芸
品
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
た
。会
場
で
は
、甲
州
貴
石
細
工
、甲
州
印
伝
、西
嶋
手
漉
和

紙
等
、山
梨
が
誇
る
12
の
伝
統
工
芸
品
が
一
同
に
展
示
さ
れ
た
。こ

の
展
示
は
、県
外
の
方
の
み
な
ら
ず
、県
内
の
方
々
も
多
く
足
を

止
め
、多
く
の
方
の
関
心
を
集
め
て
い
た
。

　3
階
フ
ロ
ア
で
は
「
名
品
・
特
産
品
大
集
合
！！
地
場
産
業
フ
ェ

ア
」
と
題
し
て
、山
梨
県
内
の
特
産
品
で
あ
る
ニ
ッ
ト
や
ワ
イ
ン
、

生
湯
葉
、南
部
茶
等
が
販
売
さ
れ
た
。ま
た
、県
外
か
ら
も
新
潟
県

燕
三
条
地
域
の
金
物
や
キ
ッ

チ
ン
グ
ッ
ズ
、埼
玉
県
秩
父

地
域
の
狭
山
茶
や
豚
の
味
噌

漬
け
等
が
販
売
さ
れ
た
。

　さ
ら
に
屋
外
に
は
、塩
味

が
や
み
つ
き
に
な
る
「
富
士

川
や
き
そ
ば
」
、郡
内
地
域

の
名
物
「
吉
田
の
う
ど
ん
」
、

食
べ
比
べ
が
で
き
る
「
宇
都

宮
餃
子
」
と
「
浜
松
餃
子
」

等
の
屋
台
が
登
場
し
、来
場

者
の
方
々
の
舌
を
う
な
ら
せ

て
い
た
。

　全
国
中
央
会
が
共
同
事
業
等
に
先

進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
組
合
事
例

を
収
集
し
て
い
る
「
先
進
組
合
事
例

集
」
に
お
い
て
、平
成
23
年
度
「
共
同

事
業
」
の
テ
ー
マ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

利
用
促
進
協
同
組
合（
太
田
和
彦
理

事
長
）が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
の
で
、こ

こ
に
紹
介
し
ま
す
。

　共
同
受
注
事
業
は
、受
注
案
件
に

応
じ
て
組
合
内（
理
事
会
）で
、組
合

員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト（
エ
ン
ジ
ニ

ア
・
工
事
要
員
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ
）を
行
い
、組
合
員
各
社
の
得
意

分
野
を
連
携
さ
せ
て
、大
手
シ
ス
テ
ム
会
社
に
対
抗
し
う
る
幅
広

い
業
務
の
提
供
を
行
な
っ
て
い
る
。対
外
的
な
窓
口
を
組
合
に
一

本
化
し
、組
合
の
管
理
の
下
、一
元
化
さ
れ
た
情
報
の
中
で
顧
客
の

要
請
・
要
望
に
対
応
し
て
い
る
。官
公
需
適
格
組
合
証
明
は
対
外
的

な
信
用
力
確
保
に
お
い
て
力
を
発
揮
し
、営
業
ツ
ー
ル
と
し
て
貢

献
し
て
い
る
。

　成
果
と
し
て
は
、市
場
に
お
い
て
技
術
的
優
位
性
を
保
持
し
て

い
る
I
P
電
話
シ
ス
テ
ム
A
s
t
e
r
i
s
k
関
連
の
技
術
と
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
か
ら
I
T
イ
ン
フ
ラ
構
築
、L
A
N
施
工
、シ

ス
テ
ム
保
守
ま
で
を
一
括
し
て
推
進
で
き
る
強
み
を
活
か
し
て
、

I
P

－

P
B
X
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
重
点
品
目
と
し

て
営
業
を
行
い
、現
在
、大
手
映
画
会
社
傘
下
の
チ
ェ
ー
ン
映
画
館

の
全
国
の
劇
場
の
I
P

－

P
B
X
と
拠
点
間
内
線
化
シ
ス
テ
ム
の

受
注
に
成
功
し
、導
入
と
保
守
を
行
っ
て
い
る
。

　事
業
運
営
に
あ
た
っ
て
は
官
公
需
適
格
組
合
に
お
け
る
各
委
員

会
の
組
織
を
運
用
し
て
い
く
こ
と
で
、案
件
の
受
注
体
制
が
明
確

に
な
り
、納
品
物
の
品
質
が
向
上
し
た
。組
合
員
に
お
い
て
は
案
件

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
実
績
の
な
い
内
容
や
地
域
の
案
件
を
受

注
で
き
る
よ
う
に
な
り
、ま
た
、単
独
で
は
規
模
的
ま
た
は
技
術
的

に
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
案
件
の
受
注
に
繋
が
る
機
会
が
増
え
た
。

　コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
促
進
協
同

組
合
は
、山
梨
県
の
企
業
を
中
心
に

1
都
2
県
の
情
報
関
連
業
者
10
社

が
加
入
す
る
組
織
で
、ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
開
発
・
シ
ス
テ
ム
構
築
・
I
P
電

話
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事
・
W
e
b

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
関
連
業
種
に
よ

る
異
業
種
組
合
で
あ
る
。中
で
も
組

合
員
の
特
長
が
活
か
せ
る
I
P
電

話
シ
ス
テ
ム
関
連
に
力
を
い
れ
て

い
る
。

　山
梨
県
生
花
商

業
協
同
組
合（
岡

村
満
理
事
長
）は
、

8
月
23
日
に
甲
府

市
「
山
梨
県
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
大

研
修
室
」
に
お
い

て
研
修
会
を
開
催

し
、組
合
員
や
業

界
関
係
者
約
40
名

が
参
加
し
た
。

　長
引
く
経
済
環

境
の
低
迷
に
加

え
、流
通
経
路
の

変
革
や
顧
客
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
な
ど

生
花
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
益
々
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　こ
れ
ま
で
の
法
人
需
要
か
ら
個
人
需
要
へ
と
大
き
く
変
化
す
る

な
か
で
、手
頃
な
値
段
の
花
束
は
ス
ー
パ
ー
や
量
販
店
の
販
売
競

争
に
巻
き
込
ま
れ
小
売
店
が
生
き
残
る
道
は
険
し
く
な
る
ば
か
り

で
あ
る
。

　そ
こ
で
、花
卉
流
通
の
第
一
人
者
で
あ
る
岐
阜
大
学
応
用
生
物

科
学
部
の
福
井
博
一
教
授
を
講
師
に
、「
花
屋
の
現
状
と
こ
れ
か

ら
の
花
屋
・
園
芸
店
に
大
切
な
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、国
内
市
場
の

現
状
や
消
費
動
向
、崩
壊
し
た
ア
メ
リ
カ
の
切
り
花
産
業
と
国
内

の
現
状
と
を
比
較
し
な
が
ら
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　ま
た
、業
態
化
・
専
門
化
の
ポ
イ
ン
ト
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
も
、多
く
の
事
例
紹
介
が
行
わ
れ

た
。結
び
に
「
花
業
界
に
携
わ
っ
て
い
る
人
が
、一
つ
ず
つ
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
大
き
な
動
き
に
な
る
。」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　参
加
者
か
ら

は
、「
現
状
を

把
握
し
、将
来

へ
向
け
て
常
に

考
え
な
が
ら
進

ん
で
ゆ
く
事
の

大
切
さ
を
実
感

し
た
。」
と
の

発
言
も
あ
り
、

充
実
し
た
研
修

と
な
っ
た
。

生
花
小
売
店
の
生
き
残
り
作
戦

山梨県生花商業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

岐阜大学応用生物科学部 福井博一教授

熱心に聴講する参加者

開会式のテープカット

中央会でのネットワーク工事の様子

パソコンの設定に手分けで取り組む

3階フロアでは、ニット、ワイン、生湯葉、南部茶
などを販売
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　当会女性部（深沢会長）は、去
る9月7日に「かながわ女性経営
者中央会」との交流会を行った。
　この交流会は、昨年から実施
に向けて検討されてきた。他県
中央会女性部会員と交流する本
事業は、中央会女性部の事業活
動の活性化を図り、交流で得た
知識と経験を企業経営に活かす
ことを目的としている。
　初めての試みとなる今回は、
「かながわ女性経営者中央会」か
ら女性部会員5名と事務局3名
の8名が参加、山梨県中央会女
性部からも会員及び事務局を含
む10名が参加した。
　まず一行は、山梨県地場産業
センター「かいてらす」で合流
し、それぞれの活動状況など意
見交換を行った。次に1階販売フ

ロアに場所を移し山梨県の地場産業製品について、山梨
県中央会三枝事務局長が説明を行った。
　続いて株式会社印傳屋を訪れ、山梨の伝統工芸品であ
る「甲州印伝」の歴史について学んだ。
　また、山梨県女性部会員企業㈱土橋製作所（土橋悦子
社長）を視察し、企業の概要や自然に恵まれた環境の中
でものづくりにひたむきに取り組む社員の教育方法につ
いて学んだ。
　最後に山梨県ワイン酒造㈿組合員である、㈱ルミエー
ルの視察を行った。農場では自然と共に育む葡萄の収穫
までの行程について、また工場ではワインの製造行程に
ついて学び、終始和やかな雰囲気のまま交流を終了した。

　9
月
21
日
、福
岡
市
・
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博

多
で
平
成
24
年
度
組
合
青

年
部
全
国
講
習
会
が
開
催

さ
れ
、山
梨
県
か
ら
山
縣

会
長
を
は
じ
め
6
名
が
出

席
し
た
。

　当
会
議
は
、組
合
青
年

部
の
構
成
員
等
青
年
経
営

者
を
対
象
に
青
年
経
営
者

の
持
つ
経
営
感
覚
、創
造

力
お
よ
び
行
動
力
を
組
織

運
営
に
活
か
し
、組
合
の

活
性
化
を
図
る
目
的
で
毎

年
全
国
持
ち
回
り
で
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、全

国
よ
り
約
2
5
0
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
。

　代
表
者
会
議
で
は
、各

都
道
府
県
の
青
年
中
央
会

等
の
代
表
者
が
出
席
し
、

青
年
中
央
会
等
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。会
員
の
減
少
、イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
固
定
化
や
求
心
力
の
低
下
な

ど
の
共
通
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
対
応
策
に
つ
い
て
、各
県
の
対
応
状

況
を
も
と
に
活
発
な
意
見
交
換
、有
益
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　続
い
て
講
演
会
の
第
1
部
で
は
、「
会
社
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
法
律
知

識
」
の
テ
ー
マ
で
3
名
の
司
法
書
士
よ
り
講
演
を
拝
聴
し
た
。講
演
で
は
、債

権
回
収
、労
働
問
題
、役
員
の
責
任
、事
業
承
継
な
ど
企
業
経
営
に
お
け
る
身

近
な
問
題
に
つ
い
て
、法
律
の
観
点
か
ら
事
例
を
交
え
た
わ
か
り
や
す
い
説

明
が
さ
れ
た
。

　第
2
部
の
講
演
会
で
は
、合
資
会
社『
じ
じ
や
の
干
物
』の
秋
武
氏
よ
り

「
ど
ん
底
か
ら
の
大
逆
転
経

営
〜
青
年
経
営
者
に
望
む
こ

と
〜
」
と
題
し
て
講
演
が
行

わ
れ
た
。先
代
か
ら
継
承
し
、

ど
の
よ
う
に
顧
客
を
開
拓

し
、倒
産
寸
前
ま
で
の
経
営

危
機
を
乗
り
越
え
、商
売
を

確
立
し
て
き
た
か
に
つ
い

て
、面
白
お
か
し
く
前
向
き

な
内
容
の
講
演
で
あ
っ
た
。

　そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、

参
加
者
が
業
種
毎
に
各
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
、全
国
の
仲

間
と
密
接
な
情
報
交
換
と

交
流
を
深
め
た
。最
後
に
、来

年
度
の
開
催
地
の
三
重
県
に

引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
、盛
会

裏
に
閉
会
し
た
。

　山梨県外国人実習生受入組合連絡協議会
（会長：川手正紀）は、8月30日、富士吉田市「ハ
イランドリゾートホテル」において、研修会を開
催した。
　本研修会は、今年7月9日より始まった「新し
い在留管理制度について」をテーマとして椋野
幸一氏（東京入国管理局甲府出張所所長）を講
師に迎え開催され、協議会会員組合等から14
名が参加し、制度改正の概要や経過措置等につ
いての実務的な内容で行われた。
　また、終了後には、多くの参加者から質疑が
されるなど、新たな制度に対する関心の高さが伺われた。
　なお、今回、このような研修会が開催された背景には、マスコミ等で取り上
げられる外国人実習生制度に関しての問題の多くが、残業手当等賃金の不払
いや、パスポートの取り上げなど受入機関による違法行為等であり、特に団体
監理型による不適正事例が多く見受けられ、制度の適正化や厳格化が求めら
れていた事がある。
　このような中、平成22年7月1日に施行された改正入管法において、技能実
習生の法的保護及びその法的地位の安定化を図るための様々な措置が講じら
れ、新制度を適正に推進するためには監理団体である組合等がその責務を認
識し、実習実施機関である構成中小企業を適切に指導・監督する体制づくりが
必須となったため、県内で受入を行っている4協同組合により、今年4月に同
協議会が設立された。
　このことにより、受入体制の整備、事業の円滑な実施を実現することを目的
とした、会員間の情報交換や今回のような研修会が開催されることとなった。

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
女
性
部
会

山梨県外国人実習生受入組合連絡協議会か
な
が
わ
女
性
経
営
者
中
央
会
、

や
ま
な
し
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
交
流
会
を
開
催

新制度の適正な推進を目指して

組
合
青
年
部
全
国
講
習
会
へ
参
加

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会代表者会議でのグループディスカッション

講習会の様子

やまなしレディース中央会
深澤会長

多くの参加から質疑が行われた

講師の椋野氏

かながわ女性経営者中央会
上野会長

視察の様子
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TEL 055-228-4331   FAX 055-228-4385

三井住友海上火災保険株式会社 山梨支店
〒400-0858　山梨県甲府市相生2-3-16

山梨県中小企業団体中央会が推進します

万一の従業員の災害に備え、十分な安全対策を講ずると同時

に、十分な補償体制を整えておくことが「企業の繁栄」と「従

業員福利厚生」のための必要条件です！

随時募集中

労災上乗せ共済労災上乗せ共済

引受保険会社

　高年齢者の雇用安定等に関する法律により、65歳未満の定年の定めをしている事業主は、平成25年3
月31日までに65歳までの安定した雇用を確保するための環境を整備することが義務付けられました。
　公的年金支給開始年齢（老齢厚生年金の報酬比例部分）の65歳への引き上げが開始される平成25年度
以降、無年金・無収入となる者が発生する可能性があることに伴う措置で、現行法の60歳で定年に達した
社員について、労使が継続雇用者の選別基準を設けてよいとする規定を廃止し、希望者全員の雇用を65歳
まで確保するよう企業に義務付けるものです。

65歳未満定年制をとる企業が行うべき措置
▶以下のいずれかの措置を講じなければなりません。
　①定年の引上げ　　　　　定年年齢を65歳以上に引き上げる
　②定年の定めの廃止　　　定年年齢そのものを廃止
　　　☆本人から退職の申し出があるまで雇用
　③継続雇用制度の導入　　勤務延長制度か、再雇用制度を導入する
　　　☆勤務延長制度…定年年齢が設定されたまま、その年齢に到達した者を退職させることなく引き続
　　　　　　　　　　　き雇用
　　　☆再雇用制度……定年年齢に達した者をいったん退職させた後、再び雇用
　　　　　　　　　　　　※対象者の希望を聞くことが前提

中央会では改正高年齢者雇用安定法について下記の日程でセミナーを開催いたします。
　郡内会場　  開催日時▶平成24年10月23日（火）  午後1時30分～午後3時30分
　　　　　　  開催場所▶㈶山梨県郡内地域地場産業振興センター  2階会議室　
　　　　　　　　　　　  （富士吉田市上吉田2277-3）
　甲府会場 　 開催日時▶平成24年11月6日（火）  午後1時30分～午後3時30分
　　　　　　  開催場所▶ホテルクラウンパレス甲府　（甲府市朝気1-2-1）

 お問い合わせ先　山梨県中小企業団体中央会  労働課  周知・啓発推進員  堀内　TEL055（237）3215

希望者全員を65歳まで
継続雇用の義務化!!
希望者全員を65歳まで
継続雇用の義務化!!

セ ミ ナ ー の ご 案 内セ ミ ナ ー の ご 案 内 中小企業相談支援事業

■開催日時：平成24年11月14日（水）13：30～16：00
■開催場所：山梨県中小企業団体中央会  研修室　甲府市飯田2-2-1
■テーマ

　「人材から人財への賃金制度」
　　講 師▶加藤社会保険労務士事務所　加藤里美 氏
　　　【講演内容】　
　　　・年齢給や職能給を堅持した賃金制度　・社員と経営者の納得いく成果指標と賃金制度
　　　・評価整備と社員満足の賃金制度　　　・人事評価、役割、目標設定を反映した賃金制度
■受講料：無　料
■主　催：山梨県中小企業団体中央会

お問い合わせ先　 山梨県中小企業団体中央会労働課　TEL055（237）3215　FAX055（237）3216

　言われたことをただ無難に行うというのではなく、みずから改善提案を行い、仕事の質を高めて
いくことにチャレンジし、それを褒めたたえる人材育成と賃金制度作成についてのセミナーを開催
します。
　加藤社会保険労務士事務所代表の加藤里美氏を招いて、企業からの相談や対応事例などを交え
ながら、わかりやすくご講演いただきます。

Yamanashi Chuo Bank 山梨中銀
街並みづくり応援ローン

店舗の外装、内装にかかる
設備資金ニーズに
ご利用いただけます。

※上記の設備資金ニーズは一例です。本ローンのお使いみちにつきましてはお気軽にご相談ください。

◎くわしくは山梨中央銀行の窓口またはフリーダイヤルへどうぞ。

10120-201862（照会コード:9）
　　 受付時間　月曜日～金曜日　9:00～17:00
　　 （ただし、祝日・12/31～1/3は除きます。）

http://www.yamanashibank.co.jp/

平成24年7月25日現在

次のいずれかに該当する法人および個人事業主のみなさま
1.1年以上、小売業または飲食・サービス業を営んでいる事業者の方
2.小売業または飲食・サービス業を営んでいる事業者の方に、店舗等を賃貸して
   いる（または賃貸する予定である）物件所有者の方

以下に該当する設備資金にお使いいただけます。
1.店舗等の看板、シャッター、外壁塗装等の外装費用
2.クロス張替え、床板張替え等の内装費用

無担保扱い：　500万円以内
有担保扱い：1,500万円以内

10年以内（据置期間はございません。）

当行所定の変動金利を適用いたします。

※　信用保証協会保証付き融資の場合は、有担保扱いの利率を適用いたします。

　元金均等返済

　個別にご相談させていただきます。

　法人：代表者　　個人：不要

　信用保証協会をご利用の場合は、別途保証料が必要となります。

ご利用いただける方

お使いみち

ご融資金額

ご融資期間

ご融資利率

ご返済方法

担保

保証人

保証料

  利　率
 期　間 （平成24年7月25日現在）
  有担保扱い 無担保扱い
 1年以内 1.300% 2.000%
 1年超  3年以内 1.800% 2.500%
 3年超  5年以内 1.900% 2.600%
 5年超10年以内 2.100% 2.800%

山梨中央銀行は、商店街や地域経済の活性化に関する取り組みを応援いたします。ぜひお気軽にご相談ください。

シャッターを新しくしたい！

テーブルを新しくしたい！

看板を新しくしたい！

クロスを張り替えたい！

山梨県信用保証協会
ホームページリニューアルのお知らせ

お問い合わせ先 　山梨県信用保証協会　企画情報課　TEL055（235）9707

新アドレス　　http://cgc-yamanashi.or.jp/

　当協会では、見やすさ・情報提供の充実等を図るべくホームページを全面リニューアル
しましたので、ご活用下さい。
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編集後記
　尖閣諸島、竹島、北方領土…
問題が今過熱しています。海に
囲まれた我が国は、今岐路に立
っています。歴史認識、民族文
化、海洋資源など様々な見方が
ありますが、安全を脅かす事態
に進展しないようみんなで考え
なくてはならないと思います。

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

　私は、8月27日から8月31日までの5日間、山梨県中小企業団体中央会でイ
ンターンシップを受けさせていただきました。
　この5日間様々な業界の方からお話を伺い、実際にどんなことをしているのか
現場を見せていただいたことで、私は仕事に対する考え方が変わりました。仕事
に込める想いを知り、それまでは漠然としたイメージであった「働く」ということ
がどういうことなのかを、自らの肌で感じることができました。同時に、コミュニ
ケーションの大切さを知りました。人はみな、互いに支え合いながら生きてい
る。だからこそお互いを理解し合うために、話すということは本当に大切なのだ
と思いました。
　このインターンシップを通じて得たこと、この貴重な経験を生かし、就職活動
のみならず今後の自分の人生に生かしていきたいと思います。中央会の方々や
各業界の方々にはとてもお世話になりました。本当にありがとうございました。

　5日間の就業体験を通して、現場に立つことで中小企業団体中央会の事
業内容や各指導員の方々の行っている業務内容を明確にすることが出来
ました。今回のインターンシップに掲げる自身のテーマは「社会人の方々の
スキルを学ぶこと」でした。中央会で働く方々は、中小企業の方々にいかに
喜んでもらえる形でバックアップできるかということを、常日頃考えられて
いるそうです。このように日々、己と向き合いスキルアップをはかられてい
る中央会の方々の姿にプロフェッショナル性を感じました。
　また、中央会の方々に同伴し、様々な組合を巡回しました。その際に、普
段学生である私たちが、知ることの出来ない企業の目指している姿や不安
を組合の方から直接聞きました。そして色々と考えさせられました。このよ
うな生の声に、的確にアドバイスをされる中央会の方々は、やはりすごいな
と思いました。
　ある指導員の方から、「知って損する情報はない。日々勉強だ。」という言
葉を頂きました。この言葉を忘れず私自身、日々努力をしていこうと思いま
す。貴重な体験をさせて頂き、本当にありがとうございました。

　私は山梨県中小企業団体中央会で5日間インターシップを体験させてい
ただきました。
　組合の方から実際に働いている現場を見せていただいたり、働いていく
上でのアドバイスをしていただきました。現場で働いている人の姿が真剣で
ありながらも楽しんでいるように見えたのが印象的でした。そしてどの組
合の方も自分たちの行っている仕事に誇りをもっていました。そうした組
合を支援し発展させるために中央会の役割はとても大きなものだと思いま
した。
　安定や福利厚生などを求める学生が多い現在の厳しい環境の中で、中央
会の方からこれからの就職活動において、あらゆる分野に興味をもって自
分のやりたいことに積極的に行動することが大切だと教えていただきまし
た。
　今回のインターシップを通じて自分の知らなかった業界や地域の産業
など知ることができました。この経験をこれからの就職活動に生かしてい
きたいです。中央会、各業界の方々ありがとうございました。

●山梨大学  工学部  コンピュータ・メディア工学科

3年  望月 　亮

●帝京科学大学  生命環境学部  アニマルサイエンス学科

3年  渡邊 絵里

●山梨県立大学  国際政策学部  国際コミュニケーション学科

3年  松田 祐也

組合青年部県大会のご案内

開催
日時

インターンシップ体験記

問い合わせ先
　山梨県中小企業労務改善団体連合会　事務局
　山梨県中小企業団体中央会　労働課
　TEL:055-237-3215

問い合わせ先
　山梨県中小企業団体青年中央会　事務局
　山梨県中小企業団体中央会　連携支援課
　TEL:055-237-3215

活力ある職場づくり
山梨県大会開催
活力ある職場づくり
山梨県大会開催
活力ある職場づくり
山梨県大会開催

開催日時　11月13日（火）午後5時より

開催場所　甲府市「古名屋ホテル」

テ ー マ　

0円で8割をリピーターにする集客術!（仮）
講　　師　　一圓　克彦 氏

平成24年度

　中央会では、学生の就業意識を向上させることで将来的な県内経済の発展に寄与するとい
う目的で、大学からの要請で毎年インターンシップ生を受け入れている。今年度は、8/27～
8/31の5日間、県内大学3校から3名の学生を受け入れた。

甲府市
「クラウンパレス甲府」

開催
場所

11月20日（火）
午後2時30分より


